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International women's day

１８５７年３月８日、ニューヨークの被服工場で働く女性たちが低賃金・長時間労働に抗

議したことが「３.８国際女性デー」の起源。その後、国連においてこの日が「女性の権

利と平等のために闘う記念日」と位置づけられ、賃金・労働条件の向上を表す「パン」

と「バラ」をシンボルに、世界各国で様々な行動が展開されています。

各国の男女間格差を
数値化した

ジェンダーギャップ指数

男女間賃金格差

116位

146カ国

出典︓The Global Gender Gap Report 2022（2022年） 出典︓内閣府男女共同参画局（2021年）

73
男 女

各国の企業役員に
占める女性比率の推移

出典︓OECD Social and Welfare Statistics（2021年）

12.6％

先進国の中で最低レベル 男性に比べ圧倒的に少ない

数字でみるジェンダーギャップ

連合滋賀
日本労働組合総連合会滋賀県連合会

ジェンダー平等を進めていきましょう！

クオータ制（格差是正のためにマイノリティに割り当てを行う
ポジティブ・アクションの手法のひとつ）の導入で企業役員
女性比率が大きく伸びている国も！



ジェンダー・ハラスメント

ジェンダー・ハラスメントとは、性別を理由とするハラスメントや差別的扱いを
いいます。例えば、以下のような言動が該当します。

・ 周りの人への言動などを振り返る癖をつけよう
・ハラスメントを防止するコミュニケーションを意識しよう

自分が考える「普通」を疑い、
ハラスメントを防止しよう！

・「親が単身赴任中」というと、父親を想像する
・保護者の名前は父親を書かないといけないと思っている
・子どもが発熱、保育園のお迎えは、お母さんだと思う
・外国人労働者をみると、出稼ぎなど、一時的な滞在者だと思う
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ジェンダー・ハラスメントの例

アンコンシャス・バイアスの例

女性に「女のくせに、意見を言うな」「女らしくしろ」、男性に「こ
んなこともできないなんて男じゃない」「男らしくしろ」などの
発言をしたり、容姿や化粧、髪形について意見を言うこと
「女性は家庭や育児を優先するべきだ」「男だったら、仕事を優先
しろ」などの性別役割分業意識にもとづく発言をすること
女性という理由でお茶くみ、来客応対、雑用などを命じる、男性
という理由で、リーダーや残業を命じるなど、性を理由に役割を
分担すること
男性を姓で呼ぶ一方、女性を名や「○○ちゃん」などと呼び、両者
を区別すること
「まだ結婚しないの？」「子どもはまだ？」などと発言すること


